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第2回自律型無人探査機（AUV）官民プラットフォーム全体会議

人材育成の取組
“産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム(IACOW)の取組を通じたAUV戦略の推進”



＜将来の目指す姿＞

「洋上風力分野において、大学と産業界の間で、人材育成や人材供給のエコシス

テムが形成され、高度人材が継続的に供給されることにより、事業開発の拡大は

もとより、新たなコンセプトや新技術の導入が促進され、競争力のある洋上風力

産業が創出されるとともに地方創生型の海洋開発が実現している。もって、洋上

風力分野が学生にとって魅力ある産業となっている。」
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この「将来の目指す姿」に近づくためには、本事業による取り組みを、単に良いカリキュラム
（案）を策定していく機会とするだけでなく、学生が、洋上風力産業に魅力を感じるきっかけ
となるような「産学連携の場」を創造する機会ととらえることが重要である。
すなわち、英国IDCOREにみられるように、この業界で活躍する企業のワクワクするような
取組を、学生に見せつけ、体験させ、好奇心を触発する機会を与えていかなければならな
い。
世界全体が脱炭素社会に向けて大きく動いていく中で、洋上風力発電という海洋開発・
地域開発が社会の中で貴重な価値を生み、今後、様々な切り口で、発展の可能性を秘め
ていることを知らせていかなければならない。さらに、産業界側においても、洋上風力産業
の魅力が何なのか、学生がこの業界を選んだ場合、どのようなキャリアパスが用意されて
いるのか等を示していく必要がある。
このような問題意識を基に、検討を進めるに際して、今回提案している複数の大学と複数
の発電事業者によるコンソーシアムの形成と産学が連携した教育のしくみづくりの取組が
重要であり、学生のみならず産業界及び大学、それぞれが、本事業による取り組みを、意
識・行動変容の機会ととらえて活動していくことが重要である。

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム(IACOW) <将来の目指す姿＞



事業名：「産学のコンソーシアムによる
洋上風力発電大学教育カリキュラム等整備事業」

（サブタイトル）：
「地元・地方大学の相互協力による洋上風力の社会実装に備えた産学連携による

 大学教育基盤の強化と大学アライアンスの検討事業
～地元の期待に応えつつ競争力を生み出すための連携～」

我が国の洋上風力の導入促進に資する人材を輩出するため、大学生・大学院生を対象に、

地元にウインドファームが展開する計画をもつ地方大学が広域に連携し、発電事業者を中心とする産

業界とコンソーシアムを形成し、今後ますます必要となる洋上風力の事業開発に携わる高度な専門知

識と現場実践力を備えた高度人材の育成のための仕組みやカリキュラムを産学が連携して策定する。

さらに、コンソーシアムに参加している５つの発電事業者の知見、東京大学や日本海事協会など先

端研究や技術認証等を行う機関の協力、専門性の高いシンクタンクをパートナーとした国内外の事例

調査やコンソーシアムミーティング等により、我が国の洋上風力産業の競争力の強化や地域創生にも

つながる海洋開発を担う人材を生み出す「しくみとカリキュラム」を検討する。

検討においては、アジアで唯一の洋上風力の総合的な社会人育成機関「長崎海洋アカデミー」のプ

ログラムを取り入れた学生向けの講座開発や、英国のIDCOREなどにみられる企業現場での長期イン

ターンシップ、発電事業者が有するウインドファーム現場と連携した学生教育など、従来の大学教育

では実現できなかった新たな手法の導入も検討していく。

【事業内容の概要】
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令和４年度（２０２２年度）経済産業省資源エネルギー庁
「洋上風力発電人材育成事業」で採択！！

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム(IACOW)



７大学と10発電事業者による広域のコンソーシアムの形成 
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現在の促進区域・有望区域・準備区域の状況

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム（広域にメンバー拡大中） 2024.8.19現在

台湾

学：長崎大学
産：JERA(商用)
       (台湾Formosa)

学：秋田大学・
秋田県立大学・
国際教養大学

産：三菱商事洋上
風力（商用)
JERA(商用）
東北電力(商用）

学：新潟大学
産：RWE(商用)
       

産：COP(商用)      

学：千葉大学
産：三菱商事洋上

風力（商用）、
東京電力RP
（NEDO実証)

学：北九州市立大学
産：九電みらいエナ

ジー（商用、
NEDO実証）

学：長崎大学
産：ENEOS・リニ

ューアブル・エ
ナジー（商用）、
中部電力(商用)
東京電力RP

(商用)
       九電みらいエナ
       ジー(潮流実証)
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コンソーシアムメンバー 連携パートナー等

コンソーシアム連携体制

東京大学，日本海事協会,
エンジニアリング協会
WFO, Carbon Trust,
スコットランド国際開発庁
長崎海洋アカデミー,日本
風力発電協会(JWPA)

＜代表団体・大学＞ ＜パートナーシンクタンク＞

三菱総合研究所

６大学＋１連携大学

１０発電事業者

＜教育連携機関＞
[a:教育リソース提供団体］
  GE Vernova, 風力エネルギー研究所,
  DENZAI, JMC Denmark, MHIベスタスジャパン
ホライズン・オーシャン・マネジメント

[b:普及・啓発・企画等連携団体］
  JTB, リクルート, PLIJ

２０２４年度

協業関係

委託外注先関係

支援・協力関係

広域・海外連携等

広義のコンソーシアム

202４.８.25現在

九州大学・北海道大学とも連携活動
・GOWS:グローバルオフショアウインド
サミット(2023.10.13 北九州)等
連携してミニセッションやセミナー開催
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８協力機関

etc..・カーティン大学（オーストラリア）

・ブレ―マーハーフェン大学（ドイツ）
・エジンバラ大学・(案)ヘリオットワット大学（スコットランド）
＜海外大学＞

＜連携機関（案）＞
・ECOWIND
・MOPA

<連携大学＞
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モデル案の考え方(全体像)

学生・社会
人を対象と
した大学に
おける
洋上風力
人材育成

産業界
(国内・海外 )

協力機関
( W F O ・N O A
ＳＤ Ｉ ・C T等 )

STEP2(試行と検証・段階的な開始) STEP3（全体運用開始）

⚫ 科目の高度化・多様化、科目等追加
⚫ 社会人も参加しやすい仕組み
⚫ 他PG・産業界・協力機関との連携拡大

長崎大学

秋田大学

千葉大学

秋田県立

大学

北九州市立

大学

STEP1(立ち上げと検討・一部試行)

海洋教育
フォーラム・

国際会議出展等

洋上風車視察

しくみとカリキュラムの検討、立案と一部試行 正規科目の段階的な開始

産業界と大学の共創の場の創出

複数大学と
複数発電事業者

一部試行
⚫ 洋上風力を正規教育に取り入れた新規科目実装検討
⚫ 参画大学間での単位互換制度の導入
⚫ 科目履修生制度の活用(社会人も受講可能)

科目等履修・履修証明等検討（他大学・社会人）、

産業界・協力機関
との連携

産学連携型研究活動の探索

しくみとカリキュラムの運用
(正規科目として実施、実践型イ
ンターンシップの開始・定着、

産業界の幅広い支援)

正規科目の実装

ニーズ・シーズ
マッチング

実践型インターンシップ
の定着・共同研究等の拡大

多数の企業で実施

海外大学との
連携促進

エジンバラ大学・
ﾌﾞﾚｰﾏｰﾊｰﾌｪ ﾝ大学等

海外や産業界と
の連携促進

学生ネットワーク
形成

学生の興味・
関心向上

連携機関
の拡大

風力発電技術 ※R06開始

漁業共生・ステークホルダーマネジメント

発電所運用・メンテナンス

ビジネス・イノベーション

プロジェクトマネジメント

金融・保険・法務

エネルギー政策・制度

※他の科目もR07年度より順次開始

知の共有

知の融合

学術交流の推進

研究・技術開発テーマの設定・フィールドワーク

知の融合
イノベーションの創出

産学連携型
研究活動の推進教育連携

( J T B ・リクルート
・P L I J等 )

企業研究会 外部講師参画 産学円卓会議

社会人大学生

共同研究

意見交換会

共同研究講座

社会連携講座 寄附講座

学生への啓発
の仕組みづくり

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアムによる
複数の大学と産業界とが一体となった教育のしくみとカリキュラムの基本プラン（実施案）

産学連携によるイノベーション創出のしくみ
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国プロ提案

インターンシップ先の開拓・拡充

しくみの試行と検証（プロトタイプを実用機に）

サプライチェーン企業の参画探索

新潟大学
国際教養

大学
学生ネットワーク

の拡大

高度人材の供給

２０２４．８．１９現在

ニーズ・シーズ探索

１０発電

事業者
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⚫ 主要教育・研究テーマ群に対する既存リソースの対応状況を踏まえ、令和6年度以降に実現を目指す産学連携型

共同講座では、下図の講義・科目構成イメージをベースとし、令和5年度に具体的な検討を実施する。

⚫ 社会人参画促進の観点では、工学系分野で専門的内容の充実が必要という意見が挙げられた。学生教育とリカ

レント教育の両立の観点で、教育内容や難易度等のバランスをいかに取るかが、今後の検討課題の一つとなる。

産学連携型共同講座（R06以降）の構成イメージと産学役割分担案

4. 洋上風力大学院教育カリキュラムの基礎設計と産学における役割分担の整理

産学連携型共同講座の講義・科目構成イメージと実施主体案

5

大

学

外
部
機
関

⚫ 風力発電技術基礎（原理・基本構成等）
⚫ 風車性能評価・荷重解析

風力発電技術

⚫ 洋上風力の漁業共生策
⚫ 海洋環境・生態系影響評価
⚫ 社会受容性・地域合意形成

漁業共生・

ステークホルダーマネジメント

⚫ 発電量予測・経済性評価
⚫ NOA等のリソースを活用した大学生版教育コンテンツ

5

事

業

者

⚫ ウィンドファームや関連施設の視察会開催
⚫ 実践的インターンの実施
⚫ インターン等を通じた研究テーマ探索・共同研究の実施

現地視察・インターン・共同研究

⚫ 電力システム
⚫ 点検・メンテナンス等におけるドローン・ロボティクス技術

発電所運用・メンテナンス講
義
・
科
目
構
成
イ
メ
ー
ジ

⚫ 地域創生×アントレプレナーシップ教育ビジネス・イノベーション

秋田大学 秋田県立大学 北九州市立大学

長崎大学

長崎大学 千葉大学

5事業者

長崎大学 千葉大学

千葉大学 長崎大学

⚫ システム工学によるプロジェクトマネジメント
⚫ NOA・エンジニアリング協会等のリソースを活用した大学生版教育コンテンツ

NOA ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ協会
プロジェクトマネジメント

長崎大学

⚫ 日本のエネルギー・風力発電関連政策動向
⚫ NOA等のリソースを活用した大学生版教育コンテンツ NOA

金融・保険・法務

エネルギー政策・制度

北九州市立大学

北九州市立大学

秋田大学

秋田県立大学

NOA

北九州市立大学 秋田大学

秋田県立大学

長崎大学

令和４年度 講義・科目にかかる共通認識形成
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令和４年度 講義・科目にかかる共通認識形成

9

７科目
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機
関

⚫ 風力発電技術基礎（原理・基本構成等）
⚫ 風車性能評価・荷重解析

風力発電技術

⚫ 洋上風力の漁業共生策
⚫ 海洋環境・生態系影響評価
⚫ 社会受容性・地域合意形成

漁業共生・

ステークホルダーマネジメント

⚫ 発電量予測・経済性評価
⚫ NOA等のリソースを活用した大学生版教育コンテンツ

5

事

業

者

⚫ ウィンドファームや関連施設の視察会開催
⚫ 実践的インターンの実施
⚫ インターン等を通じた研究テーマ探索・共同研究の実施

現地視察・インターン・共同研究

⚫ 電力システム
⚫ 点検・メンテナンス等におけるドローン・ロボティクス技術

発電所運用・メンテナンス講
義
・
科
目
構
成
イ
メ
ー
ジ

⚫ 地域創生×アントレプレナーシップ教育ビジネス・イノベーション

秋田大学 秋田県立大学 北九州市立大学

長崎大学

長崎大学 千葉大学

5事業者

長崎大学 千葉大学

千葉大学 長崎大学

⚫ システム工学によるプロジェクトマネジメント
⚫ NOA・エンジニアリング協会等のリソースを活用した大学生版教育コンテンツ

NOA ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ協会
プロジェクトマネジメント

長崎大学

⚫ 日本のエネルギー・風力発電関連政策動向
⚫ NOA等のリソースを活用した大学生版教育コンテンツ NOA

金融・保険・法務

エネルギー政策・制度

北九州市立大学

北九州市立大学

秋田大学

秋田県立大学

NOA

北九州市立大学 秋田大学

秋田県立大学

長崎大学

令和４年度 イノベーション創出のしくみづくり共通認識形成

産学連携によるイノベーション創出の仕組みづくり

10
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⚫ 産学連携によるイノベーション創出の仕組みとして、海外事例を踏まえると、下記2点がポイントとなる。

①企業からの課題（研究テーマ）の提示と大学・学生とのマッチング

②企業への長期インターンを通じた現場と密着した研究活動

⚫ また、大学教育への社会人の参画促進により、学生と社会人の交流が生まれ、研究活動の高度化につながる効

果も期待される。

⚫ 上記踏まえ、令和5年度では、主に以下の4つの施策についてより詳細な検討を進めていくことが有効である。

産学連携によるイノベーション創出の仕組みづくり

5. 洋上風力大学院教育カリキュラム実現に向けた取組計画

外部講師

新規研究テーマ探索

寄付講座

現
場
の
知
見

の
提
供

学
術
研
究
の

連
携
促
進 共同研究/共同研究講座

現
場
を
知
る

機
会
の
提
供

現場見学

インターン

産学における学術連携の促進・イノベーション創出を実現する

新たな仕組みの方向性案（R05に詳細検討）

①短期インターンの高度化

に向けた検討

②長期インターンの実現に

向けた仕組み検討

③ニーズ・シーズマッチン

グの仕組み検討

⚫ 企業での短期インターンの中で、学生の研究活動の高度化につな
がる情報提供やアドバイスを実施。

⚫ 企業が提示した課題にインターン生が取り組む形式の試行。

⚫ 企業での長期インターンにより、産業界と密に連携した研究活動
を実施するための仕組みの検討。

➢ 課題①：企業側のメリットや積極的な参画をどう確保するか。

➢ 課題②：企業と学生の効果的なマッチングをどう実現するか。

➢ 課題③：長期インターンに係る運営費用（国の補助や企業から
の寄付）をどう確保するか。

⚫ 海外・外資系企業への長期インターンを含めた取組みの検討。

⚫ 産学の相互理解の深化、産業界のニーズと大学側のシーズのマッ
チング、具体的な連携方法を協議する場を定期的に開催し、具体
的な共同研究テーマの開拓を実施。

④社会人の参画を促進す

る仕組みの検討

⚫ 社会人のリスキリングの場としての効果的な在り方を検討。

⚫ 社会人が修士・博士課程等の大学教育・研究に参加しやすくする
仕組みづくりを検討（オンライン化等）。

産学連携による現場の知と大学教育・研究の融合方法

11

令和４年度 イノベーション創出のしくみづくり共通認識形成
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⚫ 産学連携によるイノベーションを創出するためには、産業界側と大学側での「知の共有」を経て、「知を融合」する

取組につなげていく仕組みが求められる。

⚫ 欧州等においては、IDCOREのように、本仕組みを実践している事例が多く存在する一方で、現状、日本には

類似の仕組みがない。その要因として、産業界と大学の距離を含めた、日本特有の背景や課題が存在する。

産学連携によるイノベーション創出の仕組みと日本の課題

「産学連携によるイノベーション創出のしくみづくり」実践型インターンシップの設計

産業界と大学の知の融合産業界と大学の知の共有

産業界

大学

研究開発要素

学術的な知見

現場の知見・課題

実践型インターンシップ

短期インターンシップ

長期インターンシップ

⚫ 例：IDCORE

課題①
相互理解や情報

の不足
課題②

効果やメリット
の認識不足

課題③
受け入れ側の
仕組みの欠如

(特に長期インターンシップ)

課題④
情報管理への

懸念産業界から外部講師
としての教育参画

：実行の仕組み

産学連携型の研究活動
に向けた産学円卓会議

企業研究会

学生の研究内容に
関する意見交換会

社会人大学生

共同研究

共同研究講座

社会連携講座

寄付講座

国プロ研究 etc.

相互

連携

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム

12
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⚫ 産学連携型の研究活動テーマ探索の試行により、下表の有望分野が抽出された。今後、各大学・企業間における

具体的な協議・検討の進展が期待される。

合同相談会の実施・報告内容

産学のコンソーシアムによる洋上風力発電大学教育カリキュラム等整備事業報告書

4. 「産学連携によるイノベーション創出のしくみづくり」ニーズとシーズのマッチング事例の創出

出所)「共同研究テーマ探索調査票」の回答結果より三菱総研作成 長崎大学により追記

(大学・企業の回答に基づく)産学連携型の研究活動が期待される分野

大学 研究開発要素 企業による関心

秋田大学

AIによる物体識別の研究

洋上風力発電所景観の定量化の研究

洋上風力発電の大規模導入が地域エネルギーシステムに与える影響の分析 ○

千葉大学
生物を規範とした次世代型ドローン、ドローンの飛行制御技術 ○

システム制御 ○

北九州市立大学

社会受容と合意形成

炭化水素燃料を製造する触媒技術

エネルギーマネジメント解析

洋上風力を利用したグリーン水素社会モデルのシミュレーション ○

長崎大学

AI

橋梁ケーブル点検の研究 × 水中無線技術(※個別企業の保有技術) ○

バイオロギング ○

洋上風力発電点検ロボット、小型知能化ROVによる海洋構造物水中観測

◎

具体の研究会・共同研究

に発展

エナジーハーベスト型スマートブイの開発 ○

ながさきブルーエコノミー

沖合養殖システム開発に貢献する工学的取組み ○

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム【実施内容（実績）】（項目４ ニーズとシーズマッチング）

秋田県立大学、長崎大学、秋田高専で、洋上風力と雷対策をテーマに研究会開始（２０２４．４～）

13



スコットランドのヘリオットワット大学、エジンバラ大学、スターリング大学、アバディーン大学、
MASTS(Marine Alliance for Science and Technology for Scotland)と包括連携協定締結

長崎大学
海洋未来イノベーション機構

海洋エネルギーと
水産業を基盤とした

14

２０１６．４月～



2MW Floating Wind Power (Commercial)

Tidal Energy Generator

Tidal Energy Generator

Floating Environment 
Observation System

Low Cost 
Mooring System

Nagasaki 
Pref. Nagasaki 

Univ.
Nia
s

これまでに主に次のような実証案件
が取り組まれてきた。  

Nagasaki-AMEC
(Asian Marine Energy Centre)

潮流発電

潮流発電

浮体式洋上
風力発電

低コスト化係留
アンカー技術

浮体式
環境観測装置

久賀島周辺・潮流

実証フィールド

漁業との共生

Tidal Energy Generator

潮流発電

江島・平島周辺・潮流

椛島沖・浮体式洋上風力

Tidal Energy Generator

潮流発電

スマートブイ

15

国（内閣府海洋政策推進事務局）選定の実証フィールド：Nagasaki-AMEC



長崎大学と京セラの共同研究による実海域実証

長崎大学と島津製作所の
共同研究による実海域実証

16

日本財団オーシャンイノベーション
長崎海洋開発人材育成・フィールドセンター
（愛称：長崎海洋アカデミー）

島津製作所は、長崎大学との連携協定の下、2023年11月1日に研究
開発拠点「Shimadzu Nagasaki Collaboration Lab」を長崎市に開所

長崎の産学官の連携による実海域フィールドセンター
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沖縄海洋ロボコンの創設メンバー
２０２３年度から洋上風力をテーマに設定



現行型ROV☆STAR
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進捗報告１ ＜藻場生態系観測用ROV＞

REMONA

寸法[mm] [L]504×[W]475
×
[H]238

重量 16.8[kg]

ケーブル長 30[m]

航行速度 1.5[m/sec]

ステレオカメラ
(Intel RealSense)

広角カメラ
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進捗報告１ ＜藻場生態系観測用ROV「REMONA」＞

②深度センサによる深度制御(y方向)

①オプティカルフローによる平面制御(x,z方向)

・オプティカルフローを用いた定点保持制御

＜藻場観測イメージ＞

＜オプティカルフローの様子＞



（参考）第3回利用部会における発表内容（抜粋）

22

OKIコムエコーズの発表
1. 会社紹介／ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業部の沿革
2. 試験海域
3. ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ事業の3つの柱､ﾐｯｼｮﾝ
4. 試験、運用実績／今後に向けて

防衛装備庁の発表
1. IMETS（岩国海洋環境資源評価ｻﾃﾗｲﾄ）
2. HILSシステムについて
3. 大型水槽について
4. IMETSの民政分野での活用

日本水中ロボネットの発表
1. 日本水中ﾛﾎﾞﾈｯﾄの概要
2. 水中ﾛﾎﾞｯﾄ競技会の特徴と課題、目的
3. 水中ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝについて
4. その他の主な水中ﾛﾎﾞｯﾄ競技会など

長崎大学の発表
1. 長崎の海洋への取組経過
2. 実海域を活用した技術開発、産業創出、地域活性化
3. 国際的な実証フィールドの運営機関の会議
4. 実証フィールドの活用方策 等

福島ロボットテストフィールドの発表
1. 福島ロボットテストフィールドの状況
2. テストフィールド利用拡大への取組

２０２３年９月１３日 【AUV戦略官民プラットフォーム 第３回利用部会時資料】



23

自律型無人探査機（AUV）利用実証事業
採択
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１．長崎は、２０１４年７月、内閣官房より、我が国初の海洋再生可能エネルギー実証フィールドの指定を受
ける等、実海域を活用した技術開発や産業創出、地域活性化に取り組んできた。現在は独自のフィールド
センターも設けている。→開発事業者様、研究者様の積極的な活用を期待しております。

２．世界では、実証フィールドの運営機関の会議が定期的に開催され、我が国からは長崎だけが招待を受け、
参加している。海中ロボット、水中グライダーなど様々な海洋技術の実証フィールドが展開している。

３．英国では、ＥＭＥＣが有名であるが、これとは別に、Fort William に、Under Water Centre が設けられ、
Oil ＆Gas 分野の技術開発や人材育成の機能を発揮していたが、2020年運営における経済的な事情から、
継続が困難となる状況になった経過があり、現状を把握する必要がある。

４．実証フィールドの活用は、開発への実投資を促すプログラムと並行して進められるべきと考える。
また、海域の設定だけでなく、その運営機関支援や、運営を通じた技術規格や国際認証提案・認証データ
提供、併せて人材育成などを意図した制度設計がなされるべきである。

５．実証フィールドが中長期的に価値を生み続けるためには、政府と大学がタッグを組んだ取り組みが効果的
と考える。オープンイノベーション型での技術開発と次世代の高度人材を同時に生み出すしくみとすべき
ではないか。

６．これからから具体的に立ち上がる洋上風力産業分野でまず初期需要をつくることが重要で、第一段階は、
その初期需要をターゲットに既存の実証フィールドやGI基金のフェーズⅡ実証等を活用しながら技術と
人材と実績を作り、第二段階で、海外マーケットも視野に参入していく戦略を期待したい。

７．スコットランドの北の離島オークニー諸島では、ＥＭＥＣが設置されたことにより、大学の分校が立地し、
様々な開発案件が持ち込まれ、若者も集まり、地域全体がイノベーションに積極的な地域となっている。
このようなポジティブな将来像を提示し、実海域の実証フィールドが高度人材を生み出す拠点となるよう
取り組むべきと考えている。

【説明内容のまとめ】

25

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム（IACOW)の取組も通じて、
長崎大学の特徴を活かしながら、これらにつながる取り組みを進めていきたい。

２０２３年９月１３日 【AUV戦略官民プラットフォーム 第３回利用部会時のご説明内容】

実海域での技術開発＝実海域実証フィールド重要 実プロジェクトを通じた人材育成



産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム
サブプロジェクトリーダー

兼
長崎大学研究開発推進機構
機構長特別補佐 森田 孝明

2024年８月２９日（木）

26

第2回自律型無人探査機（AUV）官民プラットフォーム全体会議

人材育成の取組
“産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム(IACOW)の取組”

引き続き内閣府様及び
AUV官民プラットフォームの皆様の
お力添えをお願いします。

ご清聴ありがとう
ございました。
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